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様式１ 食育活動の紹介 山梨県

具体的な内容

平成２７年３月２日（月） 非常食の体験喫食１回目を実施 （前年度の取り組み）

＜ 献立 ＞ 白いご飯・ヒートレスカレー・バナナ・牛乳

    ＊ 給食センターで白いご飯やカレーを温め、食器やおぼんも使用し給食を実施した。 

平成２７年１０月２３日（金） 非常食の体験喫食２回目を実施 （今回の報告）

＜ 献立 ＞ 乾燥米飯・メロンパン・牛乳

    目的  実際に災害が起こった場合を想定し、水を注ぐだけで食べられるものを各自で準備する。 

         味の確認をする。 

    準備  牛乳をビンから紙パックへ変更。 

         パンを１個ずつの個包装にして、各学校へ配送してもらう。 

         実施日の前日までに補充分の非常食を購入しておく。 

         事前指導用のお便りを配布（家庭、職員用）。 

    当日  残留塩素濃度０．１ｍｇ／Ｌ以上であることを確認。 

〇目的 災害を想定した訓練の一環として、学校に備蓄してある非常食をすみやかに提供できるよう

にし、味の確認をする。 

〇対象者 秋山小学校・秋山中学校の児童、生徒、職員、および給食センター職員。 

〇活動概要 山梨県上野原市秋山地区にある本校は、山間に位置し、年間を通して積雪や雨量が多く、

また雨量規制などで県道が通行止めになり（雨量１００ミリ）、交通遮断をよぎなくされることが

ある。また、近年に降った大雪の教訓から、学校に非常食を備蓄しておく必要を感じ、２回分

の食事と水、長期保存のパンを備えている。今回の報告では、この非常食を使った秋山小

学校での給食の取り組みを紹介する。 

〇活動の成果、今後の課題

秋山小学校の児童は、ほぼ全員が非常食を食べることができた。いざ災害がおきた時に、

自分で作った経験があり、味を知っているものが備蓄されているということは、心強い。また、

高学年では冷えたご飯を食べることで、災害が起きた時の気持ちを疑似体験することができ

た児童が多くいた。 

このような機会をもつには、先生方の理解が必要であり、事前準備をしっかり行うことが大

切である。 

災害に備えて水や食糧は全員分、最低３日分を備えておくと安心だと感じた。備蓄しておく

ものの中に白いご飯を蓄えておくと、味のバリエーションをつけやすく、飽きない。食べ慣れ

たもの、好きなものを蓄えに加えておくと、心が安らぎ精神的な安定につながる。 

食育活動の紹介 山梨県

具体的な内容
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乾燥米飯・メロンパン・牛乳を各学年ごとにわけておく。 

                        注水用のやかんを準備する。 

                        階段を使うように配膳用のエレベーターはスイッチを切っておく。 

       

       

                         

乾燥米飯の上部切り口をあけて、脱酸素剤・スプーンを取り出し、袋が 

                        自立するように底を広げる。 

                         

                        ＊水を注ぐ時にこぼれないように広げておくのがポイント 

                         

                         注水線まで水を注ぎ、よくかき混ぜる。 

                         ＊３年生では、２人１組でおこなった。 

                          よくかき混ぜないと、できあがった時に味の濃いところと薄い 

ところができてしまうことがわかった。 

                                  よくかき混ぜたら、チャックをしめて６０分待つ。（水温１５℃の場合） 

                          

   牛飯と牛雑炊の２通りの食べ方ができる。給食終了後は、各クラスで感想を書いてもらう。 

《児童の感想》 もし災害がおきて、冷えたごはんを食べることが続くと、温かいごはんが食べたくなると思う。

もしも災害がおきても、このご飯だったら食べきれる。

非常食って簡単に作れた。

23
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給食だより１１月号で非常食の給食の様子を紹介した。（一部抜粋）

１０月
がつ

２３日
にち

におこなった非 常 食
ひじょうしょく

の 給 食
きゅうしょく

の様子
よ う す

を紹 介
しょうかい

します

冷たいご飯を食べることが続くとどんな気持ちに   味は、おいしい！もしもの時はこの牛飯なら食べ

なるか考えさせられました・・・          られる自信がつきました。

当日
とうじつ

は、乾燥
かんそう

米飯
べいはん

（ 牛
ぎゅう

飯
めし

１００ｇ）・メロンパン・ 牛 乳
ぎゅうにゅう

の献立
こんだて

を実施
じ っ し

しました。

乾燥
かんそう

米飯
べいはん

に水
みず

を入
い

れ６０分
ぷん

すると食
た

べられるようになります。非常
ひじょう

時
じ

に、水
みず

の確保
か く ほ

ができた場合
ば あ い

を想定
そうてい

し、お湯
ゆ

を使
つか

わないで 行
おこな

いました。

冷
ひ

えたご飯
はん

を食
た

べることで、災害
さいがい

が起
お

きた時
とき

の気持
き も

ちを想像
そうぞう

し、疑似
ぎ じ

体験
たいけん

できた

子
こ

どもたちが多
おお

くいました。また、残
ざん

食
しょく

も少
すく

なく、ほとんどの子
こ

どもたちが食
た

べて

みると美味
お い

しいという感想
かんそう

でした。昨年
さくねん

に引
ひ

き続
つづ

きご 協 力
きょうりょく

ありがとうございました。

現在備蓄してある非常食について 小・中学校の会議で複数ある非常食の中から味見をしたあと決定した。  

                     今回の体験喫食で食べたものと同じもの。 

                    注水量で牛飯と牛雑炊の２通りの食べ方ができる。 

                    お湯でも水でも作ることができる。 

                                     前年度の体験喫食で食べたものと同じもの。 

                                     来年度は、この非常食を使う予定。 

具体的な内容
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食育活動の紹介 島根県
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埼玉県

特 別 支 援 学 校 小 学 部 学 級 活 動 （２）指 導 案

１ 題材名  野菜を食べてげんきなからだをつくろう 

   

２ 児童または地域等の実態と題材設定の理由 

本学級の児童の給食の様子を見ていると、給食を楽しみにしている児童が多い。その反面、好き嫌いがあり、苦

手なものが出たとき、手をつけずに残してしまうこともある。特に野菜を苦手と感じている児童が多い。その原因の１

つとして、食事が自分の健康につながっていることを十分に理解していないことが考えられる。このような実態を踏ま

えて、健康な身体と食事の関係について、学習することが必要と考えた。さらに、食に関する指導は、給食指導のみ

ならず、家庭とも連携していきたい。 

    

３ 目標（めあて・ねらい）   

  （１）健康なからだをつくるためには野菜を食べることが大切であることを理解する。 

  （２）苦手なものでも少しずつ食べようとする意欲をもつことができる。 

４ 食育の視点 

  ・苦手なものでもおいしく食べるための方法を考えることができる。（心身の健康） 

  ・野菜の大切さや調理の工夫を知ることができる。（感謝の心） 

５ 本時の学習  

過

程 

時間 

（分） 

指導上の留意点 
資料 主な学習内容・活動 

T1（学級担任） T２（栄養教諭等） 

つ

か

む 

１０ 

１ 「わたしはだあれ？」ゲームを

する。 

２ 自分の苦手な野菜と理由を発

表する。 

３ 学習のめあてを確認する。 

４ 一週間分の献立表の中から

野菜を探す。 

５ 野菜を食べる大切さと上手な

食べ方の工夫について考え

る。 

・普段の給食の様子か

らクラスの実態を紹介

する。 

・児童に苦手な理由を

発表させながら、多く

の子が苦手な野菜が

あることを共有させる。

・当日の給食で使用す

る野菜などをゲームの

題材に用い、野菜に

対する関心を高める。 

・給食では毎日たくさん

の野菜が使われてい

ることに気づかせる。 

・泣いているピーマン君

のカードを提示し、な

ぜ泣いているのか理

由を考えさせる。 

・ブラックボッ

クス 

・ヒントカード

・アンケート

結果 

・献立表 

・ピーマン君

カード 

やさいをたべて げんきなからだを つくろう！

特別支援学校　小学部　学級活動（２）指導案 埼玉県
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さ
ぐ
る
・み
つ
け
る

２５ 

６ 苦手な野菜でもおいしく食べ

られる工夫について考える。 

・子ども達に嫌われ、悲

しい気持ちになってい

るピーマン君の気持

ちを伝える。 

・野菜を食べる大切さ

について発表させ、健

康の維持になくてはな

らないものであることを

再度確認させる。 

・自分の経験から苦手

な野菜でもおいしく食

べる工夫について意

見交換させ、発表させ

る。 

・野菜を食べる大切さ

について話す。 

・調理の工夫について

説明する。 

・野菜のはた

らきカード 

・調理の工夫

カード 

き 

め 

る １０ 

７ 本時の学習を振り返り、これか

ら野菜を食べる時にがんばり

たいと思うことを書く。 

・これまでの自分自身

の野菜の食べ方を振

り返させる。それをもと

に今後どのようなこと

に心がけていきたいか

考えさせる。 

・数名の児童を指名し、

めあてを発表させる。 

・机間指導をしながら

児童の書いたことを全

体に広める。 

・考えのまとまらない児

童を支援する。 

・プリント 

６ 評価                            ７ 献立名                        

  ・苦手なものでもおいしく食べるための方法を 

考えることができたか。 

  ・野菜の大切さや調理の工夫を知ることがで 

きたか。 

・かてめし 

・牛乳

・県産豆腐のみそ汁 

・マップーたまご焼き

・かぼちゃのそぼろ煮
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上記の授業で使用した資料等と板書計画 

ワークシート 

板書計画板書計画

ワークシート
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中 学 校 第 １ 学 年 学 級 活 動 学 習 指 導 案              

                                                    

１ 題材名 「岩国の食材を使ったオリジナル給食献立を考えよう」

２ 生徒、地域の実態と題材設定の理由 

   岩国中学校区は 、 城下町と し て栄えた歴史あ る伝統的な地域であ る 。 本校生徒は 、 地域にあた

  たか く 支え られながら 、 明る く 落ち着いた雰囲気で学校生活を送っている 。  

   5 月に実施し た食生活アンケー ト では 、 地域の産物や郷土料理を知っている生徒94％と 、 高い

  割合を示し た 。 給食の残食も 、 平均 1 ％未満を推移し てお り 良 く 食べている 。 しかし 、 残食の  

  内容を見てみる と 、 副菜が多 く を占めている 。  

   岩国学校給食セン ターでは 、 生産者 、ＪＡ、 岩国市の関係機関と連携 、 協力を し ながら 、 地元

  産の野菜を取 り 入れている 。 毎月地産地消便 り を発行し 、 学校 、 生徒 、 保護者に 、 地元食材使用

  の取 り 組みと 、 生産者の思いを届けている 。 また 、 今年度の食育の重点目標を地域を理解し感謝

  する心を育てる と し 、 給食時間には地元食材や生産者について重点的に指導し ている 。  

   栄養バラ ン スの整った １ 食分の食事については小学校の家庭科で 、 6 つの食品群については中

学校の家庭科で既習済みであ る 。 本学習では 、 今まで家庭科で学習し た知識を生かし て 、 生徒の

自由な発想で岩国の食材を活用し たア イデ ィ アあふれる給食献立作 り を進めてい く 。 本時に生徒

の活動の場を多 く 設けるために 、 事前に 、 栄養教諭が給食の献立を作成する と きのポイ ン ト につ

いて説明し 、 2 月が旬の野菜 、 給食で取 り 入れている地元野菜について調べ学習を行 う 時間を設

けた 。  

この学習を通し て 、 給食が主食 、 主菜 、 副菜のそろった栄養バラ ン スの整った食事であ る こ と

を再確認させたい 。 それ と同時に 、 地域の生産者が心を こめて栽培し た野菜を取 り 入れた給食に

ついての理解を深める と と もに 、 地域への感謝の心と 、 食べ物を大切に思 う 心を育てたい 。  

３ 目標 

   小グループで岩国の食材を使った給食の献立を考え 、 栄養バラ ン ス を確認し 、 吟味する活動を 

通し て 、 地元食材を使ったア イデ ィ アあふれ 、 栄養バラ ン スの整った給食の献立をたてる こ と が 

でき る 。  

   地元食材への理解を深め 、 感謝の心と食べ物を大切に思 う 心を持つこ と ができ る 。  

４ 食育の視点 

○給食の献立を考え る活動を通し て 、 栄養バラ ン スの整った食事の大切さ を再確認する こ と がで

き る 。 （ 心身の健康 ）  

○地域の方が心を込めて栽培された野菜を活用し た給食の献立を考え る活動を通し て 、 地域の産

物についての理解を深め 、 感謝の心を持つこ と ができ る 。 （ 感謝の心 ・ 食文化 ）  

５ 本時の学習 

       指導上の留意点 過 

程 

時間 

( 分 ）  
主な学習内容 ・ 活動 

T １ （ 学級担任 ）  T ２ （ 栄養教諭 ）  

つ 

か 

む 

 ５  

1  本時の目標 と 学習課題を

確認する 。  

・ 主食 、 主菜 、 副菜 

・ 6 つの食品群 

・ 2 月が旬の食材 

・ ク ラ スの代表献立

を 、 実際に 2 月の給

・ 給食の献立を考え

る手順 、 注意点 、

予 習 プ

リ ン ト

地 元 食

材 写 真

岩国の食材を使った

オリジナル給食献立を立てよう

様式  ２  

山 口 県

資 料
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中 学 校 第 １ 学 年 学 級 活 動 学 習 指 導 案              

                                                    

㸯 㢟ᮦ名 「岩国の食材を使ったオリジナル給食献立を考えよう」

㸰 生徒、ᆅᇦࡢ実ែ࡜㢟ᮦタᐃࡢ⌮⏤ 

   岩国୰Ꮫᰯ༊は 、 ᇛୗ⏫と し て栄えたṔྐあ る伝⤫的な地ᇦであ る 。 本ᰯ生ᚐは 、 地ᇦにあた

  たか く ᨭえ られながら 、 明る く ⴠち╔いた㞺ᅖẼでᏛᰯ生活を㏦っている 。  

   㻡 月に実᪋し た食生活アン䜿ー ト では 、 地ᇦの産≀䜔㒓ᅵ料理を▱っている生ᚐ㻥㻠䠂と 、 㧗い

  ๭ྜを♧し た 。 給食のṧ食䜒 、 ᖹᆒ 1 䠂ᮍ‶を᥎⛣し てお り Ⰻ く 食べている 。 しかし 、 ṧ食の  

  内容を見てみる と 、 副菜がከ く を༨めている 。  

   岩国Ꮫᰯ給食セン ターでは 、 生産者 、ＪＡ、 岩国ᕷの㛵ಀᶵ㛵と㐃ᦠ 、 ༠ຊを し ながら 、 地元

  産の㔝菜を取 り 入れている 。 毎月地産地ᾘ౽ り を発行し 、 Ꮫᰯ 、 生ᚐ 、 ಖㆤ者に 、 地元食材使用

  の取 り ⤌みと 、 生産者の思いをᒆけている 。 また 、 ௒年度の食⫱の㔜点┠ᶆを地ᇦを理解し感謝

  する心を⫱てる と し 、 給食時㛫には地元食材䜔生産者について㔜点的にᣦᑟし ている 。  

   栄養バラ ン スの整った １ 食ศの食஦については小Ꮫᰯの家庭科で 、 6 つの食品群については୰

Ꮫᰯの家庭科で᪤⩦῭みであ る 。 本Ꮫ⩦では 、 ௒まで家庭科でᏛ⩦し た▱識を生かし て 、 生ᚐの

⮬⏤な発᝿で岩国の食材を活用し たア イデ ィ アあふれる給食献立作 り を㐍めてい く 。 本時に生ᚐ

の活動のሙをከ く タけるために 、 ஦๓に 、 栄養教ㅍが給食の献立を作成する と きのポイ ン ト につ

いて説明し 、 2 月が᪪の㔝菜 、 給食で取 り 入れている地元㔝菜についてㄪべᏛ⩦を行 う 時㛫をタ

けた 。  

このᏛ⩦を㏻し て 、 給食が୺食 、 ୺菜 、 副菜の䛭䜝った栄養バラ ン スの整った食஦であ る こ と

を෌確認さ䛫たい 。 䛭れ とྠ時に 、 地ᇦの生産者が心を こめて栽培し た㔝菜を取 り 入れた給食に

ついての理解を深める と と 䜒に 、 地ᇦへの感謝の心と 、 食べ≀を大切に思 う 心を⫱てたい 。  

㸱 ┠ᶆ 

   小䜾ループで岩国の食材を使った給食の献立を考え 、 栄養バラ ン ス を確認し 、 ྫྷ味する活動を 

㏻し て 、 地元食材を使ったア イデ ィ アあふれ 、 栄養バラ ン スの整った給食の献立をたてる こ と が 

でき る 。  

   地元食材への理解を深め 、 感謝の心と食べ≀を大切に思 う 心を持つこ と ができ る 。  

㸲 㣗⫱ࡢどⅬ 

䕿給食の献立を考え る活動を㏻し て 、 栄養バラ ン スの整った食஦の大切さ を෌確認する こ と がで

き る 。 （ 心㌟の೺ᗣ ）  

䕿地ᇦの᪉が心を㎸めて栽培された㔝菜を活用し た給食の献立を考え る活動を㏻し て 、 地ᇦの産

≀についての理解を深め 、 感謝の心を持つこ と ができ る 。 （ 感謝の心 ・ 食ᩥ໬ ）  

㸳 ᮏ᫬ࡢᏛ⩦ 

       ᣦᑟୖの␃意点 㐣 

⛬ 

時㛫 

( ศ ）  
୺なᏛ⩦内容 ・ 活動 

㼀 １ （ Ꮫ⣭ᢸ௵ ）  㼀 䠎 （ 栄養教ㅍ ）  

つ 

か 

䜐 

 䠑  

1  本時の┠ᶆ と Ꮫ⩦ㄢ㢟を

確認する 。  

・ ୺食 、 ୺菜 、 副菜 

・ 6 つの食品群 

・ 2 月が᪪の食材 

・ ク ラ スの௦表献立

を 、 実際に 2 月の給

・ 給食の献立を考え

るᡭ㡰 、 注意点 、

予 ⩦ プ

リ ン ト

地 元 食

材 ෗ ┿

岩国の食材を使った

オリジナル給食献立を立てよう

ᵝᘧ  䠎  

ᒣ ཱྀ ┴ ・ 地元食材…小松菜 ・ 水

菜 ・ ホ ウ レ ン ソ ウ 、 はな

っ こ り ー 、 ねぎ 、 みか

ん 、 いちご 

・ 注意点…食器の数 、 衛

生 、 予算 

食で取 り 入れる こ と

を伝え 、 意識付けを

図る 。  

取 り 入れ る こ と の

で き る 地元食材に

ついて説明す る 。  

6 つ の

食 品 群

の 表 

さ 

ぐ 

る 

・  

み 

つ 

け 

る 

2  班活動で 、 岩国の食材を

使ったオ リ ジナル給食献

立を考え る 。  

・ テーマの作成 

・ 献立の作成 

・ ６ つの食品群の確認 

・ 地元食材の活用 

・ ア ピールポ イ ン ト  

・ 班の全員が積極的に

意見を交わすよ う に

促す 。  

・ 発表者を決めてお く

よ う に伝え る 。  

・ 参考資料 と し て 、

昨年度 １ 、 2 月の

献立表を配布す

る 。  

・ 実際に給食セ ン タ

ーで作 る こ と ので

き る 内容であ る か

確認を し 、 必要に

応 じ て 、 献立の変

更を促す 。  

家 庭 科

教 科 書

ワ ー ク

シ ー ト

1 、 2

月 の 献

立 表 

き 

め

る 

3  班ご と に 、 献立の発表を

する 。  

・ テーマ 

・ 献立名 

・ ア ピールポ イ ン ト  

４  本時の振 り 返 り を行 う 。

・ 地元食材への理解 、 感謝

・ 副菜の大切 さ  等 

・ 各班の工夫し ている

点を 、 興味を持って

聞 く よ う に促す 。  

・ 毎日の給食を 、 大切

に食べる よ う に促

す 。  

・ 各班が特に工夫 し

た点について説明

する 。  

・ 給食は 、 生産者が

心を こ めて栽培 し

た地元食材を特に

副菜で使用 し てい

る こ と を説明す

る 。  

ホ ワ イ

ト ボ ー

ド  

黒 ペ ン

ワ ー ク

シ ー ト

６ 評価               ７ 献立名（生徒が考え、実施した献立） 

・ 地元食材を使って 、 ア イデ ィ アあふ    ・ ごはん 

れる栄養バラ ン スの整った給食の献立   ・ 牛乳 ( ミ ル メ ーク )  

をたてる こ と ができたか 。        ・ おおひら 

（ 班活動 、 ワーク シー ト ）    ・ はなっ こ り ーのごま和え 

 ・ 地元食材への理解を深め 、 感謝の心    ・ れんこんチッ プス 

と大切に思 う 心を持つこ と ができたか 。  ・ みかんゼ リ ー 

（ ワーク シー ト ）  

３ ０

１ ５
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板書計画

目 標 班で協力して、岩国の食材を使った、オリジナル給食献立を立てよう。

栄養バランス

地元食材  班

ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ

主食

主菜

副菜

牛乳

 班

ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ

主食

主菜

副菜

牛乳

 班

ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ

主食

主菜

副菜

牛乳

 班

ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ

主食

主菜

副菜

牛乳

 班

ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ

主食

主菜

副菜

牛乳

 班

ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ

主食

主菜

副菜

牛乳

主食

主菜

副菜

・ 6 つの食品群

・旬２月

・食器の数

・ 1 食 285 円

・衛生

ほ う れ ん そ う

い ち ご

は な っ こ り ー

板書計画
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